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～地域提言発表会～ 

 

 

新潟市立内野中学校 
地域教育コーディネーター 

玉木園子 山岸則子 木竜吉子 

＝3年生 総合的な学習「うちの deまちづくり」＝ 

 

 

 

平成３０年２月５日 

３年生は、地域で様々な活動をしている方にお話を聞いたりアドバイスをもらったり、実際に出かけて行き、現

場を自分たちの目で見るなどの学習をしてきました。これらの活動を通して、自分たちの住む地域の今ある課題を

みつけ、中学生なりに解決に向けての提言発表を行いました。 

当日は、学習にかかわってくださった地域の方々にも来ていただき、発表を聞いていただきました。 

 

 

 

① まずは、地域の現状を知るために、地

域活性化や伝統文化に取り組む方々

から話を聞きました。 

       

② 町づくりにアイディアを考える過程

で、地域の方から助言をいただきまし

た。 

 

③ グループごとに課題解決に向けての

地域提言をまとめ、発表しました。 

 

48 のグループから様々な提案が発表されました。

提言を聞いた地域や西区地域課、地域活動をしている

学生の方々は、中学生の発想に感心し、具体的に実現

できる提言が多いことに興味を持ってくれました。 

何らかの形で実現できるといいですね。 

 

内野の神社仏

閣スタンプラリ

ーや五郎左衛門

のキャラクター

を考えたグルー

プも。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1年生 総合的な学習 

 

 キャリア教育 ～２月の職場訪問に向けて～ 

 

 NPO法人みらいずworksさんのお力をお借りして「職業とは何か」「働くとは何か」を

考え職場訪問する際の心構え、態度、どんなことを質問したいのかなど、ファシリテーショ

ンを通して学ぶ授業でした。 

 「働く」をテーマに、いざ質問作り。職場訪問にあたり何を大切にし、どんなことを聞いてきたいの

か各グループごとに真剣に取り組んでいました。ワークシートにもぎっしり書き込んであり、一人一人

が「働くこと」についてじっくり考えた様子が伺えました。 

 １年生の職場訪問に向けて、また、２学年時の職場体験へ、そして３学年時での地域への提言と、総

合的な学習で中学校３年間を通して地域を核にした学びがつながっています。 

 地元内野で商売をしている皆さんから地元で働く良さや、どうしたら自分の住むところを元気なまちにし

ていけるか、また、商売として成り立たせる苦労などお話してもらいました。 

 今年度４月～１月末まで学校支援ののべ人数は、約１７００人と過去最高の人数でした。この人

数は意図的そして効果的に授業をはじめとする様々な場面で地域と組んで一緒に生徒の学びを考え

つくってきた成果です。 

 皆さんも是非中学生とかかわってみませんか？学校支援ボランティアはいつでも募集していま

す。 

問い合わせ 内野中学校 地域教育コーディネーター 玉木園子 

                                                          直通電話 090-2150-6472 
  

ボランティア募集 


